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交代 制の 労 働負担

後 藤 千 秋

1. はじめに

交代制の歴史は，イギリス綿業に始まるといわれ，日

木においても， 1882年以来，主として紡紹業において実

施されてきたほか，鉄鋼業や化学工業のある種の作業の

ように生筋技術上作業の 中断を不利とするものや，龍

ヵ，迎輸，通信，暫察，消防など，社会公益上必嬰な業

務にも ，この勤務形態が散見される．

とこるが，今Hでは，その他の産業においても，設備

に投下された資本をすばやく回収するためや，製品の甜

給のア｀ノバラソスに対処するため，手持ち設備と労働力

のまま，受注の増大にこ たえて生産を妍強しなければな

らないようなときには，ただちに設備の稼働率を恥め，

連続労働を強化できる交代制勤務形態を採）11するところ

が多 くなった．

労働時間の短縮を狸想とし ，深夜業をともなう交代制

が，労働者の健康にとって有害てあるという過去の多く

の労働科学的業紹を考應すれば，こう lた勤務形態は，

できれば上述 Lた特殊な産業や業務に限られるのが塑ま

しいが，やむを得ない事箭によって交代制を実施しなけ

ればならない湯合には，それによって生じる弊害を，極

カ最少限に留めるための，じゅうぶんな陀應と対菜がと

られてのち，行なわれなければならないだろう．

もLこれを怠ると ，労鰍力は生理的限界を越えて酷使

されるこ とになり，たちまち磨滅し て，かえって4産を

1111,'i l , 労使双方に不幸を招く結果になる ．

ここに報告する「交代制の労働仇担」は，ある機械製

造業（従業員数2,992名）の機械工の交代制が，生体にど

のように影孵しているかを，2, 3の、点から考察して，

合理的な勤務形態と，労懺者の健康保持に必要な対鉛を

うちたてて，弊害を除去しあわせて，よりいっそう労

慟生産性を向上させるための労務秤瑯 l・.O)狩料を人手す

るために行なわれた・

2. 概 要

以 1・・の Fl(1(1を達成するために，この研究では，次の 4

つの、点をり］らかにするよう計画された．

2.1 それぞれの勤務形態が作業者の生体におよ（ます

影響

作業者の生体に影孵する因子は，勤務中勤務外を問わ

ず，きわめて多種多様である．また，各個人の内的条件

によるものも同じである．つまり，作業者は，時問的空

問的にいろいろな影評を受けて働き，その反応もさ まざ

まなのである．このなかには，作業者の技能を高め生活

を股かにするような良い影評を与える因子も ，もちろん

含まれているが，一方作業者の健康をそこない，早期に

労働力を消耗させてし まうようなものもある ．そしてこ

れらの弊害は，まず， 疲労というかたちで現われてくる

ことが，すこぶる多いといわれる．作業者が疲労し，過

労に陥ってから起こる事態が，どれほど生産性の低下を

もたら し，個人の不幸を招くかは容易に想像できよう ．

そこで，この疲労が，どのような過程を経て現われ，そ

の程度はどのくらいであるかを究明して， 交代制が生体

に与える影特を把握しようと Lた．

2.2 それぞれの勤務形態での生活時間の構成

ふつう，生活時間の 3分の 1を占める労働時問は，睡

眼II寺問やその他の私的時問と 比ぺて，質的に緊張度の高

しものと推察され，勤務形態の差異によって，生活内容

そのものも相当変ってくるであろう．これは，一応生活

時問の梱成を検討することによって，手がかりを得るこ

とができると考えられるので，これと勤務形態との関係

を明らかにする ．

2.3 それぞれの勤務形態が生産性におよ（ます影響

採Jllされた勤務形態は，生産性を高めるためのもので

なければ意味がない．果して，そ うなっているであろう

か．これを生産性を阻害する災害，疾病による欠勤，能

率などの面から明らかにする．

2.-4 それぞれの勤務形態に対する作業者の態度

どのような勤務形態においても，作業者の理解と 協力

を術て初めてn発的な勤労意欲にもとづく労働を斯待で

き，所期の目的を逹成できる．形式的に，あるし、はむり

やりに好まない勤務形態の下で働かせられ，大部分の作

業者が反撥を惑じているようなこ とであれば，能率は低

下 I'規則は跨みにじられ，生産性は袈 Lく落ちるであ

らう ．作業者が現行の勤務形態をどのように受け取って ．

いるかを作業者の意見を通し て解明する．



3. 調査項目と方法

これらの各命題に対して設定された調究項目と方法は

表1の通りである．

表 1 調査項目と方法

調査項 -1,:,f I 方 法 I備考

(1) 疲労測定 ！ちらつき値の測定 I2. 1に対 して

(2) 生活時間調査 ， 分質析問紙による同答 2.2に対して

(3) 能率災 ・率欠勤率
・ 害調査

各率の算出と分析 2.3に対して

I 

(4) 意見調査 分質問析紙によ る回答 2.-4に対 して

.4. 疲 労測定

一般に労働負担はエネルギー消骰姑によって評価する

ことができるが，たと えば，エネルギー代謝率の低いも

のが必ず しも軽度な労働負担を表わすものではなく ，ェ

ネルギー消費の少なl、作業におlヽ ても ，容易に過労にw,
ることが実証されている．

特に，この調杏において対象となった機械工0)ように

比較的神経系の活動を主とする作業にあっては，その疲

労0)程度と性質を究明するには，心那的機能の測定を行

なうことが，労働負担の判‘足にと って布意義であると考・

えられる．

しかし，疲労といわれるものは，あくまで抽象概念で

あって，疲労そのものを直接とらえることはできない

疲労ということばが用いられる場合，多くは主観的な疲

労惑を内容とするが，この疲労惑は，必ずしもそれをひ

き起こした労働負担の程度と一致するものではなく ，ま

た，作業者の感じている内容が，ほんとうの姿をTrしく

伝えるかどうかも疑わしい．そのため，疲労測定にあた

っては，自伐症状を質問紙法などの内省的記述による同

答にしたがって分析を行なうよりも，む しろ直接的に生

体になんらかのかたちで現われる変化を，迎った局面か

ら客観的に測定 して， それらの総合によって，疲労を判

定することが主とならなければならな lヽ．そ こで，この

測定では，生体のこうした変化をフリ ッカー測定器によ

って測定し，疲労の科学的な判定に努めたのである ．

4.1 7リッカー・テスト

心理的疲労を見るためには，大脳における中枢神経系

の状態をはあくすることが必要であ る．なぜならば，大

脳は作業者のからだだけでなく ，その心の慟きを も統御

15 

してlヽるからである ．フリ ッカー ・テストは，光点をセ

ククーなどによって断続的に1.!Jj滅させ， その断統のIn!数

を変化させて，ちらつきを惑じたり，あるいはちらつき

を惑じなくなったりする閾値，つまりちらつき値を求め

て，疲労をillll定する．この光点の剌戟を受容するのは，

網膜であるが，これは視'.l.'t系から視党中枢に至って，そ

の強さを惑じ判断を下すから，これら全過程の卯布性が

ちらつき値となって，大脳における状態を示すと考えら

れてし、る．

その根拠を，大島＂（ ま次のようにいっている．

(1) 視党系の眼球は発生学的に大脳か ら生じたもので

あること ．

(2) 視‘此中枢は大脳0)他の中枢との辿合が非常に密て

あるこ と．

(3) 脳波に対するW公坪が大きいこと ．

(4) あらゆる仕那に関係をもつこと ．

(5) 粘神作業ともIJ-J係が松さい こと ．

(6) その動き方が大脳の状態の代表と考えて もさしつ

かえないような動き方をすること ．

この方法による過去の多くの実験は，ある程度の法則

性を見II¥しており，この調杏における対象作業者の疲労

を測‘疋する方法と lて妥当であるとの考えから，これを

Illし、ることに Lた．

4. 1. 1 測定器械

労研式フ リッカー （柴田器械．ー「業製）

4. 1. 2 方法

測定は，ちらつきを感じる下蹄系列をとって測定値と

してもよ い これは，ちらつきを惑じる弁別閾のほうが

ちらつきを惑じなくなる弁別閾よりも判断しやすく，測

定値が安定するからである．しかし ，実験によって確か

めた結呆， 3同のiJllj定において一致した値を得られたも

0)は 12名中 7名，その他のものも ，最大の娯差が士

1以内にと どまるので，練苦効果滅殺な どの長所をもつ

極限法によ って測定することに した．

また， il11J定に先立って，かならず 2回ないし 3回の錬

習を課 し，判断の安定性と愕熟による紬習効果の排除を

はかった．

疲労測定法の実験

I) Ff 的

ちらつき値の変動が．ばた 1て疲労の状態を表わすか

どうかを検証する ．

2) 被験者

技能投成エ リ汀.JO名

3) 方法

5分ti:tl, 11を閉じ安静に Lていすに腰かけさせ，フリ
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ッカ ー ・テス トを行ない， 2分30秒間，両足をそろえて

約 200回の号令に合わせてなわとびをさせ，再びフリ ッ

カー・ テストを行なう．

なわとび直後における被験者の状態は，顔面否白とな

り，呼吸が激しく，脈膊は安静時の 1.7~2.1倍に逹す

る．

4) 結果

表 2のとおり となり，なわとび後のちらつき値は 10

名の被験者全員に低下がみられ，平均では 4.9% の低下

率をしめす．

これを tテスト によって検定すると ，

ちらつき値は IP(It I ~ 5. 7))0.001 

で，明らかに有意の差を認める ことができる．

4.4 調査対象

機械工男子 20名を表の 3とおり編成 した．

表 2

V. P. 

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

 

なわとび前後のちらつき値

I I 

16 I 31.0 28.9 

16 32.5 31.5 

16 30.0 29. 7 

16 29. 3 27. 7 

16 33.0 31.2 

16 . 35. 5 33. 2 
I 

16 31.0 29.5 

15 I 3o.s 3o.o 
15 28. 3 26. 7 

I 15 '31.0 28.7 , I I I -—. -
m I 31. 24 I 29. 71 I I 

年令
ち―
|

ら き

前 後

つ

＿1
差

2.1 

1.0 

〇.3

I. 6 

I. 8 

2.3 

I. 5 

0.8 

I. 6 

2.3 

値

丁 低下率
00 
-6.8 

-3.1 

-1.0 

-5. 5 

-5.5 

-6.5 

-4.8 

-2.6 

-5. 7 

-7.4 

-4.9 -I 3
 

5
 

ー

表 3 調 査 象

Group ¥ 人 員 ！ 第 1
• 一

I I 8 i常

II I 4 ! 

m I 4 

IV I 4 

Iと1Vのグループは第 1週の勤務形態を過去 2~3ヵ月継続してきた もの．

IIとmのグループは昼夜交代を 1週問交代で継続してきたもの．

同ーグループについて勤務形態を変化させたのは，それぞれの勤務にすでに適応している場合に，各グル

ープ間の差が勤務形態にもとづ くもの と判定できなし、ことが起こると考えられたためである．

ー
一
ー

週

一
勤

第 2

昼 勤 夜

昼 勤 徹

徹 孜 昼

対

週 I 勤務時問i----------
常 勤 朝 8時から夕 4時25分まで
--
昼勤朝8時から夜 8時まで

夜 勤 夜8時から翌朝 8時ま で
• 一

徹夜 朝 8時から翌朝 8時ま でで隔日休日

勤

夜

勤 ［ 
注 (1) 

(2) 

(3) 

表 4 測 定 回 数 と 時 刻

回I I : 2 I 3 

Grou~ 時刻「；。；―元五丁五玉
- . 

常勤 0 
昼 勤 0 
夜勤

徹夜 0 

0
0
 

゜

0

0

 

゜

5
 

2
 

4

•

••

OO

O 

6
 

ー

5 

18: 30 

6 

20: 00 

7
 

8
 

22 : 45 I : 20 

， 
3: 00 

10 

7: 40 

0

0

 

0

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 ゜注 (1) 2回と 3回の問は昼食

(2) IVグループは 8回と 9回の問に軽し、夜食をとり，更衣室の腰かけあるいは作業衣で仮眠をとる ．

仮眠時間 1時問~ I時問半．

4.5 調査日時

4. 5.1 調査年月日

昭和 34年 9月 28日から 10月 10日ま で

4. 5.1 調査時刻と回数

表 4のとおり ．

.4.6 結果とその考察

.4. 6. l 日間変動

.4. 6. 1. l 時刻による変動

結果をちらつき値の上fl-,下降の模型で示すと ，表 5

のとおりとなる ．



17 

表 5 ち ら つ き 値 の 変 動｀ 作業日 1

、、 2 3 4 5 6 

~~-~ I -==口 ： 後:1::~I:; 後:- ! ~ 後: : r~ ~:! :! 後＼

IT I二 ' /'ニニ'----"-_/" ―＼ーニ ／二 ＼
夜 "" "" /'"" "" /'"" /'I "" /'"" "" 
昼/''-.. /'/'/'/'/''-..'-..  /'/''-.. 

こ~- → 二― ／ン―-三ロニニ-―~· ' ー― /_I ―-
I ー：ー 1-s-i ~1— 5---/ -I□ -5-----d 〗~ 1―/〗二
(1) 常勤 ・昼勤の前は午前，後は午後 (2) 夜勤の前は仮眠前，後は仮眠後 (3) 徹夜は午前，午後仮

眠後の順

ill 

N 

注

_.,,., --
／ ＼
 30 

ぢ
ら
っ
A
」

g
i

／
 

ー
• 30 I―② ----;_ 

、9、/
;I① ...... 

っ

& 
..'. ' ．．． .~ ノ'.

¥‘‘、
,
I

ヽヽ． ヽ---I
 

・・・・ ・、.・" 

（勺de'11<I作某8 1

＼
 

②
卜

。
『
、
9

i1① ど

C
、J

図1

••• 
I‘、/0‘‘‘‘‘, 

、.：

x
< 

4
 

5
 ＾

 

.
 

尋

’
 

'如le伝）1乍菜巳 I 

ー
⑫
 ゜

,J 

図3

ー／
 

4
 

Grの日間変動 Gmの日間変動

＼ 

／ 
‘‘・ヽ

•、

、·.•、

・・.. ・

／
 

どど.--・・

―-
ち.1① -------------

j 
屯lefsecn'1B1 2 

図2

ー
．
3 4

 

GIiの日間変動

5
 

6
 

唸l中対乍東日 1 ~ 
図4

3
 

4
 

5
 

'
-
ro・

GIVの日問変動
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4. 6. 1. 2 前値と後値 (4) したがって，第 4'第5作業日にもっとも疲労が少

作業前値と後値の比較によってみると ，図1~図4の ない．

とおりとなる. (5) 昼夜交代 (GII)では，昼勤はおおむね午後 4時25

4. 6. 1. 3 考察 分~6時30分に疲労が少ない．

以上のちらつき値の変動によって，日問変動のありさ (6) 夜勤では第 1作業日（月耀日）作業開始前に疲労が

まを考察すると次のようにいえる． 少なく ，作業中に疲労鋲向を示すが，仮眠 （午前 1時

(1) 常勤 (GI)では，第 1作業日（月耀日）と第 6作 30分） までは輿布が持続している．

業日 （土曜日）は疲労側向にあるが，前者は月耀効果 (7) 一般に，第 2作業日（火曜日），第 4作業日 （木耀

であり，後者は 1週間の作業疲労のためとみられる． 日），第 5作業日（金耀日）の作業開始から仮眠まで

(2) また，第 4作業日の朝は，前半 3日問の疲労が菩釈 と，第 6作業日（土耀日）午後 1時30分までが，疲労

しているが午前中に回復を示し，それは午後に続く ． が少ないとみなければならないが，その水迎は低い．

(3) 第 1作業日の朝は，疲労が急速に回復するが，午後 (8) 仮眠後の疲労は回復するが，これは第 3'第 4'第 5

から哀える ・ 作業日に限り，そのうち第 5作業日がもっとも良い．

(9) 夜勤時と昼勤時を比較すると ，第4'第5作業日を

除いて，夜勤時のほうがはるかに疲労する．

(IO) これは昼夜勤時とも第 4'第 5作業日に疲労が回復

'~ 
図5 屁勤時の疲労回復 図6 夜勤時の疲労苓私'/ ~

·~ 
図7 昼勤→夜勤の 図8 徹夜→界勤の疲労阿復

疲労菩放

することを示す．

(11) 枯勤時においては，疲労（おそらく 前週の夜勤時に

おける疲労）の回復は，図5のよう なかたちで進み，

夜勤時においては，疲労の菩釈が図6のようなかたち

で進む．

(12) 徹夜時 (GIV)では，午後 4時25分から，午後6時

30分までに疲労が少ない．

(13) 徹夜を続けているグループでは，疲労度は各作業日

とも同じ経過を示す．

(14) 作業時終了から次同作業開始までに，疲労はほぽ同

復している ．

05) 屁勤から夜勤に変わった場合，第2'第3作業IIの

仮眠前に疲労が大きい．

100 

。

・5.0 

0

,
 

10
佑

T
エ

％
ヽ

1t1U I 

図 9 日問低下率



19 

（単位 ％） 

Group --

¥ 1 2 3 4 5 6 M 

1.0 4.2 -1.0 9.0 1.5 -3.0 4.2 

If 1.2 8.1 3.6 8.6 8.8 2.0 5.4 -10.5 

Ill 1. l 8. 9 5. 4 8. 2 I. 0 5. 7 5. 1 - 2. 6 

IV -1.l 3.5 -5.4 -1.0 10.6 

第

表 6 日 間 低ド ；私

迎
•• 
,

3

2
 

人

．
 

．

．
 

5

0
 

k
d̂

 

2

-

l
 

2 週

3
 

4
 

5 1 6 ¥ 7 

ーーロニ
表 7 労働強度の判定枯準＇ ）

a. 肉体労働の祝令 （エネルギー代謝率の大きい楊合）

第一作業日 のFl1/',i低7ヽ率

人間にとって好ましい限界 — !O % 

人間労働の可能限界 一 20% 

b. 莉『神労働あるいはニネルギー代謝率の大きくない楊合

第一作業日の日IHI低下率

f'I深 1liif1!'.i1J)巡li¥i低下率

- 3 % 

- 13 % 

人間にとって好ましい限界

人間労働の可能限界

注正 規 の 8時間労働の場合

％

％

 

5
1
0
 

―― 

作業前値の週間低―卜率

- 3 % 

- 13 % 

(1 
5) また， これは図 7のような形て，披労が進む・

(l'(J 徹夜から昼勤に変わった場合，撒孜II知の疲労が第 4

作業日を除いて日々疲労回復を紐ける．

(1@ その回復は図8のかたちで進む．

(19) 疲労時の日問変動の週間経過をみると ，夜勤，徹夜

昼勤，常勤の順で，疲労が大きいと考えられる．

4.6.2 日間低下率

1日のうちに，各測定値がどの程度低下するかを，各

作業日別に算出すると ，表 6およぴ図 90)ようになる．

4. 6. 2. l 結果

(1) 日間低下のもっと も激しいものは，GII O)第 2辿，

つまり 夜勤である．

(2) 次にGillの第 2週（昼勤から徹夜に変わったグルー

プ）である．

(3) G II第 2週0)において，第 5作業Hを除くその他(/)

低下率の激しい作業日 の作業前値と後値の差を検定す

ると，例数 15で

P{ CI t I;;;; 2.64) J<0.025 

になり，明きらかに有意差が認められる．

(4) Gill第2週では，例数 12で

P{ CI t I;;;; 6.60) J<0.025 

、 で，これも有意差が認められる．

(5) この 2つのグループ1用に1が、、ては，有邸差は認めら

れない．

4.6.2.2 考 察

(1) 日間低下率によって表わされる疲労は，ィ虻勤におい

て，もっと も労しい．

(2) 特に第 1作業日 に，はなはだ しく疲労してし、る．

(3) この疲労は， 表 7O)よう な基淮を参考にし， 12時

閻労働に換算 Lて，ー5%は一7.5%になると仮妃す

れば，作業の性質上， ほぽ好ま しい限界を越えている

と思われる ．

(4) つぎにG!IIの徹夜時に披労が人きし 、．

(5) 徹夜を続けてきたGIVにおし、ては，徹夜時に多少疲

労がみられ，昼勤にな ると回復する．

(6) GIVとG!IIの徹夜時における疲労は，Gl!IO)ほうが

大きいこれはGIVにおいては徹夜作業に適応してお

り，疲労を調賂しているためと思われる．

4. 6.3 週間低下率

1週のうちに各測足値が，どの程度低下するかを，第

l作業Hを基油に打出すると ，表 8および函10のように

なる．

-4.6.3. 1 結果

(1) 週I/月低下のも っとも激 しいものは，Gllの第 2巡で

ある ．これはちらつき値，握力においてそうである．

(2) G III第 2迎の第 1から第 6作業 [Iまでは明らかに存

慈である．

-4.6.3.2 考察

(1) 週間低下率によって表わされる疲労は，夜勤におい

て，もっと も著 しい．

(2) 特に第 2作業 日に前日 の疲労は回復していない．

(3) 表 6によって，ー 3%を 一4.5%と仮定すれば，ほ



20 

表 8 週 間 低下 率 （単位 ％） 

第 週 第 2 週
Group 

I I I I I IM I I I I 6 IM 1 2 3 4 5 6 I 2 3 4 5 

I 
0. 61 3. 91 0. 61 

I 

~-41 
I I 

―I 
I I 

-I I 0. 01 5.21 3. 9, —! I 
ー ；I ， 

I I I I 
I I 

6.2 3.9 9.3, 
I I 

o.~J - 10.6 -8.3 -4.3¥ -5. ~I -7.3¥ -7.2 II I 0.0 0.0 13. 9 I 6. 7: 17. 4.6 7.3i 12.0 10. 8.5 10.0 

I 

ニI
I ＇ 

m 
I o.o・ I 1. 8 I 1. 4 1.8 12. 01 7.6 4. 91 0. gi 2.6 10. 61 6.6 

I I ＇ 9. I 12. 7, 
I 

21. 4 14.6 
， I ↓ 

o. al I 
i 2. 51 ―! 

I : 
7. 9I 1 0.0' I 0. 忍 3.1 I 4. oi 6. l__131 54. , 671 ¥ 3. 9 N I 13.3 I 

： 

I 
8.6 9. 12.2 I 12. 91 15 12. 2 

I 

注 第2週の下段は第 1週第 1作業日を基準としたもの．
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休憩による変動率

図11 休憩による変動率

ぽ好ましし限界を越えていると思われる．

4.6.4 休憩による変動率

休憩前後において，各測定値がどのように変動するか

を箕出すると， 表9および図11,図12のようになる．

4.6.4. 1結果

(1) 休憩後のちらつき値は低下を示すことが多い．

4.6.4.2 考察

(2) 休憩後ちらつき値が低下するのは，作業時の興密が

おさまるためとみられるほか，休憩時における運動な

どの影貯と考えられる．

(3) 休憩後低下しても ，その後上外していれば，ある程

度疲労が休憩によって回復しつつあることを示すが，

下陥しているようであれば，休憩効果がなかったこと

を示す．各勤務形態とも下降する日が多い．

.f. 6. 5 仮眠による変動率

仮眠の前後測定値を比較して，変動率を符出すると ，



表 9 休憩 に よ る 変 動 率 （単位
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図12 休憩後の変動

表 10および図 13,図14のよ うになる．

表 10 仮眠による変動率
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仮眠後の変動
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.4. 6. 5. 1 結果 、

仮眠後は各測定値とも低下する．

これはGIIにおいて著しく，仮眠前後の差は，

P{ ( l t J ~ 3.8) J <D.01 

で有意である．

(3) 仮眠後測定値は， 表 4のようにおおむね」外する

が，ちらつき値では 図13のように，GIIの第 l'第

2' 第 3作業日 ，GIVの第 3作業日には，低下する．

.4.6.5.2 考察

(1) 仮眠後にち らつき値が低下するのは，卵柄が睡眠中

におさ まり，まだ活動態勢にはいっていないためと思

われる．

(2) ただ，仮眠中疲労が徐々に回復 している とすれば，

仮眠後の作業中に測定値は上昇しなければならない

が，GDにおいては，第 1,第 2,第 6作業日に低下

がみられる．これは仮眠がその ときじゅう ぶんでなか

ったことを示している．

(3) 徹夜では，GIVの第 3作業日にやや低下がみ られる

が有意ではない．

-lf;O•- 5. 生活時間調査
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5. 1 問題

生活内容の時間的配分は，労働者にとって頂要な問題

てある．なぜなら，再生産のニネルギー若和のための自

由時間と労働による拘束時問は反比例することが多いか

らである ．特に，交代制勤務のよ うに，勁務時問が増大
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表 11 ・勤 務形態別生活時間

常 勤 昼 勤 夜 勤

勤 務 10 : 18 42.8 12 : 31 52.2 13 : 05 54.5 12 : C 

通 勤 1 : 46 7.4 I : 36 6. 7 I : 43 7.2 • C 

食 事 : 39 2. 7 : 34 2.4 : 33 2.3 . " 

身仕度 : 30 2.1 : 29 2.0 : 27 
1. 9 I 

• 0 

休 憩 : 08 0.6 : 04 0.3 1 : 21 I 6.0 : I 

自 由 l : 37 6. 7 : 58 4.0 : 54 I 3.8 I : 4 

教 養 : 27 I. 9 : 02 0. I : 00 0.0 : C 

運 動 : 00 0.0 : 01 0. 1 : 00 0.0 : C 

HI 事 : 11 0.8 : 02 0. 1 : 03 0.2 : C 

そ の 他
= 09 I 0.6 : 02 0.1 : 12 0.8 : C 

睡 眠 8 : 15 34.4 7 : 41 32.0 5 : 36 23.3 7 : 4 

計 23 = oo 1100 c%) I 24 = oo 1100 c%) I 24 = oo 1100 c%) I 24 = a 

対象 人員 39 55 17 

徹夜

7 50. 5 

5 3. 8 

5 ' 2. 4 

9 2. 7 

4 1.0 

4' 7.2 

0 ; 0. 0 

0 0.0 

6 I 。.4
0 , 0. 0 

0 32. 0 ， 

0 100 (%) 

6 

し，勤務が昼夜転倒する場合には，どのような変化が起

こるであろうか．

5.2 調査方法

生活の内容を IIにわけ，それぞれの例にかかげて，

24時間を 1分きざみにした 時間表に記入させる質問紙

を作成し，月耀から土耀までの毎日の生活時問を記録さ

せた．

5.3 調査対象

常勤 39例

昼勤 55例

夜勤 17例

徹夜 6例

職種は機械工と仕上工，男子．

5.-4 結 果

表11ならびに 図14のとおり ．

5.5 考 察

(1) 勤務時間の延長によって減少する_cJ)は，睡眠 ・休憩

時間と自由時問である．これは有意差を認めることが

できる．

(2) 夜勤においては，睡眠時間が短く，代わりに休憩時

間が多いしかし，これらを合計しても他の睡眠時間

より少い．

(3) 勤務時間の多少に影界をうけないのは，食事，身仕

度などの時間である．

(4) 勤務時間は，常勤，徹夜，昼勤，夜勤の順に長い．

(5) 徹夜の場合，自由時問が多いのは通勤時問が少ない

ためと昼間家にいる機会が多いためと考えられる．

(6) 成人の睡眠時間は，約 8時間を必要とするが，夜勤

においては不足して lヽる ． （表 12参照）

表 12 睡眠時間の分布.. 

年令 I~ 24 I 25 ~ 30 I 31 
五均r7--; 了aI 8 = 12 1 

注東京事務作業者

~ooo 

7 : 43 

100 

2000 ,_ -'iO 

1000 
10り

‘ ‘ ~r.,r!5 l't: 

4', 6 

図 15 G IIの能率とちらつき値変動率

6. 能率・欠勤率・災害＠査

勤務形態の変化は，作業の結果と して現われる能率，

欠勤率，災害率に関係してくる． しかし，こうしたもの

に影評する因子は複雑であるから，一概に断定できない

が管理上注意してよい．

6.1 能率

6. l. l 昼夜交代における疲労と能率

昼夜交代作業者の作業高分数の描く曲線とちらつき値

の日間 ・週問低下率曲線の関係は，固15のようになる．

この場合，実働分数はいずれも等しいので 1とし，能率

を作業翡分数であらわした・

6. l. 2 夜勤者と徹夜者の能率
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平常勤務の能率を
作業高分数

実働時問 x能力比
X JOOであらわす

と， 夜勤と徹夜者の能率は 表13のようになる．能力比

というのは，基本給別に定められている ．

6. 3.1 考察

(1) 疲労と能力は相間があり ，その関係は，能力が先行

する．つまり，能率が高くなれば，卯布は遅れて高ま

り能率が低くなってから疲労があらわれてくる ．

(2) 夜勤者の能率は，徹夜者よりも低いが，その傾向は

疲労と一致する．

表 13 夜業者と徹夜者の能率比

作業日I I I 1 2 3 
I 

Group I 

夜業者 I95 i 92 ,-92. 

徹夜者 95 I 90 

4 

I 85 

5
 
82 

90 

6 

78 3

7
 

M

-
t

L

 

8

9
 

6.2 欠勤率

6. 2.1 算出方法

各勤務形態を 1週問続けた直後 1週問の欠勤率を， 2

ヵ月間にわたって，男子 194名の機械工と仕上工につい

て調査 した．

6.2.2 結果

表 14のとおり ．

30 

20 
ヽ

10 

父
害 8~ 10 ~ 17 ~'2 ~ 4へ G、8、)0~ I? ヘ＇冒?~ 4、 6
隷午午 午

時前 i差 s, 
閑

らの勤務後昼問時に災害が発生 しやすくなる．

(2) その発生率は，夜勤， H勤，~& (友の li~iに j:'.:j く，斤仔ii

的であり，常勤は少ない．

7. 意

図 16

見

時刻別災害発生件数

調 査

各グループの欠勤率

Grotp 
I 

常勤

昼 勤交代

徹夜

欠勤率
56名

0.11 

0.38 

0.00 

対象 人 員

162 

26 

6 

6.2.3 考察

昼夜交代グループの欠勤率がもっとも高い．

6.3 災害率

6. 3. 1 算出方法

6ヵ月間における災害発生件数を調'ri'して，これを発

生前 12日間の平均勤務形態別労働者数で除し，その発

生率を算出した．対象は全従業員 2,992名である．

623.2 結果

表 15ならびに 図16のとおり．

6.3.3 考察

残業時あるいは夜業時の災害発生は少ないが，これ

勤務形態別災害発生率

(1) 

表 15

発生前 2週問 I
の 勤務

常勤

昼勤

夜眠

徹夜

災害件数
1日あたり ：
労働者数

発生率(%)

' I 2s63 ! I 2.55 

I 35 ' 14.29 

77 ! 16.88 
17 I 11.76 ， - -- . . 

3

5

3

2

 

7

1

 

作業者に対して，それぞれの勤務形態の是否とその理

巾を質問し，問題、点の所在と作業者の態度を明ぎらかに

した．

7.1 調査方法

昼夜交代と徹夜のどちらの勤務形態を好むか．

その理由

昼夜交代と徹夜のどちらの勤務形態を好まないか．

その理由

以上の 4項目を質問紙によって「uJ答させな

7.2 調査対象

機械工男子

7.3 結 ④

表 16,表 18(/)とおり ．

7.-4 考察

(1) 現在の勤務形態を容認する名が多い(I)は，適応のた

めと考えられる．

表 16 勤務形態に対する布望

現在の
勤務常勤

替

夜

他

明

交

）

夜

0

望

務

林

徹

そ

不

希
勤

16 

15 

I 

2 

34 

夜
代

3

5

昼
交

ー

徹夜 不明

2 

計（％）

2
 

吾
＂

18 2
 

2
 

ー・

I 31 (55.4) 

22 (39. 3) 

l (I. 8) 

2 (3.5) 

、 56(100.0) 

(2) 理由としては，睡眠，休憩の問題がもっとも多 く，

次に作業手順の問題である．

(3) 季節的に， 7, 8月を徹夜，他を昼夜交代と希望す

る者があるが，これはやはり I!雁眼，休憩に1対するも の

てある ．つまり夏季は睡眠をとりにくし、からである．

(4) 宿泊設備があれば昼夜交代てよ し、という者もある．

(5) 昼夜転俄によって睡眠をとりにくくなることがもっ

とも 大切な問題である．
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表 18 勤務形態の是否と その理由

実数 ％ 

よ

い

夜睡眠が とれる

翌日休息時問がとれる

肉体的精神的に楽である

疲労が少ない

-
3
4
3
4
1
2
8
4
 

9

9

3

2

 
1理 作業のひきつぎがよい

徹 1 能率的である
由 作業を24時間つづけると中

ーがなくつごうがよい

計 !26 ! 100 

／：： | 3/ 1:／ 
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8. 結誼

8.1 総合判定

(1) 疲労については， l.常勤 2. 届勤 3. 徹夜 4. 夜勤

の順に衰退が激しい

(2) 特に夜勤においては，その程度が好ましい限界を越

えている ．

(3) 睡眠時問は，常勤，徹夜ならびに昼勤，・夜勤0)順に

8.2 対策

(1) 勤務形態の適正な組合わせによって，疲労oy苓釈を

防がねばならないが，この調壺対象では，疲労度の軽

限を考えると ，次の方式がよい

A方式常勤→徹夜→昼勤→夜勤

B方式常勤→夜勤→昼勤→徹夜

(2) 休憩ならびに仮眠を終わって，ふたたび作業を開始

するときは，若干の迎備時間をおいて，作業への態勢

をととのえ，休憩または仮眠中の典布の低下による作

業不適応を調節したほうがよい．

(3) 休憩ならびに仮眠の前後では，一般に輿布が低下す

るが，その後作業中になおも低下を続けるような場合

には，疲労の若和を示しているのであるから，休憩と

仮眠時間を多くしたほうがよい．

特に第 3作業日の休憩後は，全グループが低下する

ので，この（木憩中の作業開始前にはできるだけ休むよ

うにする．

(4) 夜勤者の仮眠では，第 I,第 2作業日に注意し，じ

ゅうぶん仮眠できるよう配慮する．

(5) 仮眠の場所がベンチ，作業床などで衛生上好ましく

なしから，仮眠設備をととのえ，作業開始 5分前に起

床させ，軽いウォーミ｀ノグ ・アップののち，いっせい

に作業を始めるようにする．

この準備が行なわれないと，仮眠中の典布低下が作

業中になお進行し，能率上，安全上好ましくない．

(6) 夜業における疲労は，昼間睡眠の不足が一因になっ

ており， II雁眠時問と勤務，通勤時間は反比例する関係

にあるから，夜業者については，できる限り勤務，通

勤時11サを短縮するよう配慮するか，通勤時問の短い者

を当てる ．

(7) 昼問II眼眠が夜問睡眠に比較して， II廂眠の深度が浅い

ことが実証されており，これが夜勤者の疲労にも影岬

しているから，昼問II眠眠がじゅうぶんとれるよう家族

への PRと肛生施設の改善が望 まれる．
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(5) 各勤務形態を続けると適応し，疲労を惑じなくなる

傾向がある．

(6) 徹夜，夜勤では昼夜転倒の睡眠がとりにくいことが

もっとも大きな問題となっている．
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Measurement of Frictional Coefficient of Ingot-tongs-tips 

in Lifting Materials 

By E. Akiyama 

T. Hakamazuka 

The frictional coefficient of tongs-tips with various radius were measured with 

the experimental apparatus. We obtained the following result. The friction differed 

from the general idea, that is to say, the kinetic frictional force was larger than 

the conventional statical force under the same load, and the more the tip slided, the 

more the value rose. The statical frictional coefficient was in the range between 0. 

17 and 0. 35・_ The radius of tip did not affect the value of the coefficient. 

Shift-System Labor and its Burdens on the 

Living Body 

By C. Gotoh 

In order to make clear how the Javor of shift system affects the living body and 

to establish the counter measures necessary for maintaining the health of workers 

by determining the rational form of lavor, the writer conducted investigations as 

follows: 

1. Measurements of fatigue with Flicker test. 

2. Investigation of length ef each part in the living hours. 

3. Efficiency, rate of absenteeism and accident rate. 

4. Investigation of attitude. 

As the result, the writer obtained tho following findings : 

1. The debility increases in the order of 8 hr. day shift, 12hr. day shift, 8 hr. 

might shift and 24hr. labor. 

2. As the working hours, the commuting hours or both of them increase, the 

sleeping hours and the free hours are forced to decrease. 

3. There are corelations between the form of shift and the efficiency, the rate of 

absenteeism and the accident rate. 

4. If any shift form is contineously repeated, the worker tends to adapt himself 

to it and to become to feel less fatigue. 




